


10
月
17
日

日
本
共
産
党
千

葉
県
委
員
会
が
県
内
の
地
方

議
員
に
呼
び
か
け
、
国
政
予

算
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
各
省
庁
（
文
部

科
学
省
、
国
土
交
通
省
、
厚

生
労
働
省
）
に
要
望
者
を
手

渡
し
、
ま
ず
回
答
を
い
た
だ

い
て
か
ら
、
各
地
域
の
実
態

を
報
告
し
要
望
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省

▽
学
校
給
食
費
無
償
化
を
全

額
国
の
負
担
と
す
る
こ
と
。

回
答
ー
令
和
８
年
度
か
ら
小

学
校
の
無
償
化
を
実
現
予
定
。

そ
の
後
、
中
学
校
へ
と
拡
大
。

要
望
ー
住
む
場
所
に
よ
っ
て

無
償
化
で
あ
っ
た
り
、
な
か
っ

た
り
、
国
が
負
担

を
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

▽
就
学
支
援
制
度

の
増
額
を
。

回
答
ー
増
額
は
予

定
し
て
い
る
。

要
望
ー
制
服
も
１

万
円
値
上
げ
さ
れ
、

鞄
を
買
う
の
を
や

め
た
家
庭
も
あ
る
。

増
額
は
必
死
で
あ

る
。

▽
１
ク
ラ
ス
２
０

人
程
度
に
教
員
の

計
画
的
増
員
を
進

め
る
こ
と
。

回
答
ー
教
員
は
９
千
人
ほ
ど

の
定
数
改
善
計
画
で
進
め
て

い
る
。

要
望
ー
千
葉
県
は
新
年
度
に

２
３
８
人
未
配
置
で
あ
る
。

休
憩
も
取
れ
な
い
の
が
実
態
。

早
急
の
対
策
を
。

国
土
交
通
省

▽
上
下
水
道
管
の
老
朽
化
対

策
は
国
の
責
任
で
行
う
こ
と
。

▽
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
歩
行
者
用
信
号
機
の
設

置
な
ど
の
予
算
を
大
幅
に
拡

充
す
る
こ
と
。

▽
自
治
体
が
取
り
組
む
コ
ミ

バ
ス
の
維
持
の
た
め
の
予
算

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

▽
鉄
道
、
航
空
、
河
川
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
、
防
災
、
火
葬

場
な
ど
た
く
さ
ん
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
回
答
が

あ
る
。

厚
生
労
働
省

▽
国
保
税
の
負
担
が
重
い
。

１
兆
円
の
公
費
負
担
を
。

▽
国
の
責
任
で
財
政
措
置
を

行
い
、
１
８
歳
以
下
の
均
等

割
は
廃
止
す
る
こ
と
。

▽
法
定
外
繰
り
入
れ
の
規
制

を
中
止
す
る
こ
と
。

▽
補
聴
器
購
入
に
国
の
公
的

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

▽
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
を

「
要
介
護
３
」
以
上
に
限
定

し
な
い
こ
と
。

▽
年
金
で
入
れ
る
特
養
ホ
ー

ム
の
増
設
を
行
え
る
よ
う
、

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

▽
生
活
保
護
制
度
は
、
最
高

裁
判
決
に
基
づ
き
、
実
態
に

あ
っ
た
内
容
に
改
善
す
る
こ

と
。

▽
夏
季
加
算
を
行
う
こ
と
。

▶
補
聴
器
購
入
補
助
や
特
養

ホ
ー
ム
増
設
を
訴
え
る

《主な活動報告 １０月》
☆１０月８日 渡辺政之輔墓前祭

日本共産党初代委員長の渡辺政之輔のお墓が、市川市

の安國院にあります。そこで、治安維持法同盟が主催す

る「渡辺政之輔墓前祭」が行われました。安國院の住職

に参列者が拝んでる間、お経をあげていただきました。

住職は「お寺に入ったら、右も左もない」と。

☆１０月１６日 新婦人まるごとフェスタ

新婦人は、地域ごとに班を

つくり、要求に応じた小組で

活動しています。私の所属す

るさつき班（菅野須和田地域）

も、絵手紙、パッチワーク、

ボイトレ、お料理など行って

います。私もコーラスに入り、月１回練習しています。

「ケサラ」「手のひらに太陽を」など発表しました。

☆１０月１８日 国府サミットが開催される

全国に国府が置かれた自治体に呼びかけ、「全国国

府サミット」が開催されました。市川市は下総国（し

もうさのくに）の中心地でした。市原市（上総国）、

南房総市（安房国）など全国から２０市町が参加しま

した。古代衣装をまとった首長らが、各地の国府の発

掘や地元の観光など説明。市川市は、真間の手児奈を

テーマに太鼓や民話を披露しました。
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